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本
町
出
身
で
小
学
校
国
語
教
育
で
は
日
本
の
第
一
人

者
と
い
わ
れ
る
、故
青
木
幹
勇
さ
ん
の
記
念
館
開
館
を

祝
う
式
典
が
11
月
３
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ

い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
関
係
者
約

１
２
０
人
が
出
席
し
、そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
、明
治
41
年
に
土
佐
町
土
居
で
お
生
ま

れ
に
な
り
、宮
崎
県
師
範
学
校
専
攻
科
を
卒
業
後
、宮
崎

師
範
学
校
附
属
小
学
校
勤
務
を
経
て
、東
京
教
育
大
学

附
属
小
学
校（
現
在
の
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
）で
永
年

教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。学
校
で
の
日
々
の
授
業
や
校

務
の
上
に
、N
H
K
ラ
ジ
オ
国
語
教
室
の
放
送
、国
語
教

科
書
の
執
筆
、さ
ら
に
全
国
か
ら
附
属
小
学
校
へ
勉
強

に
来
ら
れ
た
先
生
方
へ
の
授
業
の
公
開
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
一

方
、全
国
各
地

の
学
校
に
で

か
け
て
い
っ

て
講
演
や
公

開
授
業
を
千

数
百
回
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

先
生
の
母
校
、

森
小
学
校
で

も
特
別
授
業

が
昭
和
63
年

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　優秀 

枝のよう　蟷螂すまして　幹につく 嶺北中学校　2年生　岡村 凌兵

町
の
人
口
住
民
基
本
台
帳
よ
り
（
平
成　
年
11
月
末
現
在
）
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ふ
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9
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24

24

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
は
、青
木
さ
ん
が
主
宰
し
た
授
業
研
究
会｢

青

玄
会｣

の
メ
ン
バ
ー
や
ご
家
族
も
遠
路
参
加
く
だ
さ

り
厳
粛
・
盛
大
に
行
わ
れ
、開
館
の
た
め
に
青
木
さ
ん

の
資
料
等
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
ご
家
族
な
ど
に
町

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。青
木
さ
ん
の
ご

家
族
か
ら
は
謝
辞
と
町
に
対
し
て
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
ご
寄
付
は
、子
ど
も
た
ち
に

希
望
を
あ
た
え
る
事
業
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。そ
の
後
、高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
の
永

野
隆
史
参
事
か
ら
、ご
自
身
の
国
語
科
授
業
に
お
け

る
青
木
幹
勇
さ
ん
か
ら
の
影
響
を
交
え
た
祝
辞
な
ら

び
に
講
話
を
い
た
だ
い
た
後
、記
念
講
演
と
し
て
青

木
さ
ん
の
ご
長
男
の
青
木
潤
さ
ん
が｢

父
・
幹
勇
を
語

る｣

と
題
し
て
青
木
幹
勇
さ
ん
の
生
涯
に
つ
い
て
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
館
内
見
学
と
町
内
の
創
作
活
動
家

に
よ
る
美
術
展
も
開
催
し
、多
く
の
皆
様
に
ご
入
館

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、青
木
幹
勇
記
念
館
、民
具
資
料
館
、

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、学
習
支
援
室
を
兼
ね
備
え
た
土

佐
町
郷
土
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
平
日
の
午
後
１
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、郷
土

の
歴
史
、文
化
、文
学
等
を
学
習
す
る
場
と
し
て
、是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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必
ず
起
こ
る
！

今
か
ら
備
え
よ
う

今
か
ら
備
え
よ
う

今
か
ら
備
え
よ
う

あなたのお家は、次の
南海地震に耐えられますか？

家
屋
の
倒
壊
防
止

家
屋
の
倒
壊
防
止

　平成 7年の阪神・淡路大震災により、神戸市内で亡くなった
3,875 人のうち、詳細な分析が行われた 3,651 人の方のうち 95％
以上の方が建物の倒壊の影響で亡くなっています。
　建築年別の被害状況では、昭和 56年以前に建築された建物
（旧耐震基準の建物）に被害が多く発生しています。平成 20年住宅・
土地統計調査によれば、県内には、この旧耐震基準で建てられた住宅が約
8万 6千戸あります。
　地震の強い揺れで倒壊したガレキの中から自力で脱出することができな
くなると、地震の後の津波や火災から命を守ることが難しくなります。
　地震に備えて対策をすることが大切です。

　高知県では、市町村と協力して、昭和 56 年 5 月以前に建築された住宅
を対象に耐震診断、耐震設計、耐震改修の支援をしています。

1

高知県では住宅の
耐震化を支援しています。

高知県「南海地震に備えて」より

2

住宅耐震化促進事業の概要

犠牲者の死因原因

（昭和 56年 5月31日以前に建てられたものが対象）

（地震後 2週間まで）

※神戸市内で亡くなった3,875 人のうち詳細な分析が行われた3,651 人
　について記載（出展）「間違いだらけの地震対策」（目黒公郎東京大学教授） （出展）平成 7年阪神・淡路大震災建築震災調査委員会中間報告より作成

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

建築年別の被害状況

※1 構造設計一級建築士等：①構造設計一級建築士（17名）②耐震改修支援センター（（財）日本建築防災
 協会）の「耐震診断、耐震改修を実施する建築士事務所」一覧に掲載されている建築士事務所（15社）
 に所属する建築士
※2 年度により対象にならない場合があります。

 死　因 死亡者数（人） 割　合
① 窒息 1,967 53.9％
② 圧死 452 12.4％
③ 打撲・捻挫傷 300 8.2％
④ 外傷性ショック 82 2.2％
⑤ 頭部損傷 124 3.4％
⑥ 内蔵損傷 55 1.5％
⑦ 頸部損傷 63 1.7％
⑧ 焼死・全身火傷 444 12.2％
⑨ 不詳及び不明 116 3.2％
⑩ 臓器不全等 15 0.4％
⑪ 衰弱・凍死 7 0.2％
⑫ その他 26 0.7％
 合計 3,651 100.0％

83.3％

95.5％

S56以前

S57以降

S56以前

S57以降

S56以前

S57以降

全　
体

木　
造

非
木
造

大破以上 中・小破 軽微・無被害

耐震診断

自己負担　3千円

上限3万円

耐震改修設計にかかった費用
の2/3の額（上限20万円）

耐震改修設計にかかった費用
の2/3の額（上限20万円）
構造設計一級建築士等※1 が
実施するもの

耐震改修工事及びブロック
塀の安全対策にかかった
費用の一部

60万円 +30万円※2 を上限

耐震改修工事及びブロック
塀の安全対策にかかった
費用の一部

60万円 +30万円※2 を上限

木
造
住
宅

非
木
造
住
宅

改修設計 耐震改修

耐震診断 改修設計 耐震改修

●診断費用 ●補助金額

●補助金額 ●補助金額 ●補助金額

●補助金額

●要件

●要件

●診断方法

（診断費用3万 3千円のうち3万円を補助）

市町村から派遣された耐震診断士
が、現地調査を行い診断します

1. 耐震診断の評点が1.0 未満
2. 耐震改修後の評点が1.0 以上となる計画
3. 高知県に登録した設計事務所が受託するもの

1. 構造設計一級建築士等が実施するもの
2. 建築物の耐震改修の促進に関する法律に基づき
　定められた方法で、構造耐力上主要な部分の地
　震に対する安全性の評価を行うもの

第8回(平成23年度)土佐町読書推進作品展  俳句・川柳の部　佳作

としょのほん かりてきたひと えがおだね　土佐町小学校　1年生　川村 莉子
第8回(平成23年度)土佐町読書推進作品展  俳句・川柳の部　佳作

としょのほん むねがときどき わらってる　土佐町小学校　1年生　筒井 康太
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川井 十之 氏
土佐町相川

74 歳

かわ　　い みつ　　ゆき

●ご功績及びご経歴

●表彰事由

永年にわたり、土佐町職員として本町の自治振興に貢献され
た功績。

規則第 4条第 1項第 5号（自治振興）

式地  寛 肇 土佐町高須
70 歳

●ご功績及びご経歴
永年にわたり、土佐町議会議員として本町の自治振興に貢
献された功績。

議会事務局長 昭和 58 年 6 月 1 日 ～平成 元年 3月 31 日
農林建設課長 平成 元年 4 月 1 日 ～平成 3 年 5 月 31 日
総務課長 平成 3 年 6 月 1 日 ～平成 9 年 3 月 31 日
企画振興課長 平成 9 年 4 月 1 日 ～平成 11 年 3 月 31 日

（内） 議長 平成 11 年 5月10日 ～平成 15 年 3月3日
 産経土木常任委員会委員長 平成 7 年 5月10日 ～平成 9 年 5月8日

土佐町役場吏員　昭和 34年 12月1日～平成 11 年 3月31日（39 年 4月）

川田  源 太 郎氏
土佐町土居

87 歳

かわ　　　だ

氏
しき　　　じ ひろ　 　ただ

げん　　　た　　　ろう

●ご功績及びご経歴

●表彰事由

　土居農村公園が今日まで美しく管理されているのは、氏

の永年にわたる日々の善行の積み重ねの賜物である。

　また、大谷部落長を務められた経歴もあり、温厚誠実で、

住民からの信用人望も厚く、町民の模範となるものである。

規則第 6条第 1項第 3号

●表彰事由 規則第 4条第 1項第 2号（自治振興）

町 村 監 査 功 労 者 表 彰

平成 24 年 10 月 3日に東京都メ
ルパルクホールにおいて、全国
町村監査委員協議会による町村
監査功労者表彰式が行われ、近
藤敏一議選監査委員が地方自治
の振興発展に貢献された功績が
認められ、功労者表彰を受賞さ
れました。

平成

24
年度

土佐町議会議員　昭和 62年 5月10日～平成 15 年 3月3日（15 年 9月）

祝 近藤敏一氏 町村監査功労者表彰を受賞祝 近藤敏一氏 町村監査功労者表彰を受賞

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

長
崎
県
大
会

　

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
わ
れ

る
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
以
下
全

共
）
が
10
月
末
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
畜
産
に
力
を
入
れ
て
い
る
道

府
県
か
ら
、
約
５
０
０
頭
の
選
抜
さ
れ

た
和
牛
が
一
堂
に
集
結
し
、
雄
牛
・
雌

牛
の
改
良
の
成
果
を
競
い
合
う
「
種
牛

の
部
」
と
、
肉
質
を
競
い
合
う
「
肉
牛

の
部
」
が
あ
り
、
審
査
結
果
で
今
後
の

和
牛
ブ
ラ
ン
ド
が
大
き
く
左
右
さ
れ
、

各
道
府
県
の
力
の
入
り
よ
う
は
本
当
に

す
ご
い
も
の
で
す
。

　

高
知
県
代
表
と
し
て
、
土
佐
町
か
ら

は
「
種
牛
の
部
」
に
２
頭
、「
肉
牛
の
部
」

に
２
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。
特
に
「
種

牛
の
部
」
に
出
場
し
た
近
藤
さ
ん
、
伊

藤
さ
ん
は
、
８
月
２
日
に
行
わ
れ
た
高

知
県
代
表
牛
を
決
め
る
全
共
最
終
審
査

会
以
降
、
毎
日
の
調
教
や
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
、
削
蹄
等
、
熱
心
に
取
り
組
み
、

高
知
県
代
表
を
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

全
共
期
間
中
は
、
あ
か
う
し
の
P
R

も
行
い
、
他
県
の
出
品
者
や
来
場
者
に

も
大
変
人
気
で
し
た
。
常
陸
宮
ご
夫
妻

の
御
台
覧
に
際
し
、
あ
か
う
し
の
頭
を

な
で
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
写
真

は
農
業
新
聞
の
一
面
を
飾
り
ま
し
た
。

　

今
回
、全
共
で
得
た
経
験
や
課
題
を
、

５
年
後
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
共

に
つ
な
げ
れ
る
よ
う
、
関
係
者
一
同
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
以
下
生
産
者
代
表
コ
メ
ン
ト
）

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
出
場
し
、

全
国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
そ
し
て
取
組

み
方
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
高
知
県

の
土
佐
あ
か
う
し
は
頭
数
は
少
な
い
で

す
が
、
少
し
で
も
上
位
を
狙
え
る
牛
を

改
良
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。今
回
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

近
藤
義
孝
、
伊
藤
正
枝

【
種
牛
の
部
】

名
号 

出
品
者
名

２
区　

第
５
た
つ
み 

近
藤
義
孝
（
東
石
原
）

３
区　
１
５
３
た
か
つ
か
さ 

伊
藤
正
枝
（
東
石
原
）

【
肉
牛
の
部
】

名
号 

出
品
者
名

８
区　

嶺
幸
波 

筒
井
博
和
（
立
割
）

９
区　

桜
桜
嶺 

川
井
高
広
（
相
川
）

功労
表彰者

功労
表彰者

善行
表彰者
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功
労
表
彰
者

町
勢
功
労
受
賞
者
の
ご
紹
介

町
勢
功
労
受
賞
者
の
ご
紹
介

川井 十之 氏
土佐町相川

74 歳

かわ　　い みつ　　ゆき

●ご功績及びご経歴

●表彰事由

永年にわたり、土佐町職員として本町の自治振興に貢献され
た功績。

規則第 4条第 1項第 5号（自治振興）

式地  寛 肇 土佐町高須
70 歳

●ご功績及びご経歴
永年にわたり、土佐町議会議員として本町の自治振興に貢
献された功績。

議会事務局長 昭和 58 年 6 月 1 日 ～平成 元年 3月 31 日
農林建設課長 平成 元年 4 月 1 日 ～平成 3 年 5 月 31 日
総務課長 平成 3 年 6 月 1 日 ～平成 9 年 3 月 31 日
企画振興課長 平成 9 年 4 月 1 日 ～平成 11 年 3 月 31 日

（内） 議長 平成 11 年 5月10日 ～平成 15 年 3月3日
 産経土木常任委員会委員長 平成 7 年 5月10日 ～平成 9 年 5月8日

土佐町役場吏員　昭和 34年 12月1日～平成 11 年 3月31日（39 年 4月）

川田  源 太 郎氏
土佐町土居

87 歳

かわ　　　だ

氏
しき　　　じ ひろ　 　ただ

げん　　　た　　　ろう

●ご功績及びご経歴

●表彰事由

　土居農村公園が今日まで美しく管理されているのは、氏

の永年にわたる日々の善行の積み重ねの賜物である。

　また、大谷部落長を務められた経歴もあり、温厚誠実で、

住民からの信用人望も厚く、町民の模範となるものである。

規則第 6条第 1項第 3号

●表彰事由 規則第 4条第 1項第 2号（自治振興）

町 村 監 査 功 労 者 表 彰

平成 24 年 10 月 3日に東京都メ
ルパルクホールにおいて、全国
町村監査委員協議会による町村
監査功労者表彰式が行われ、近
藤敏一議選監査委員が地方自治
の振興発展に貢献された功績が
認められ、功労者表彰を受賞さ
れました。

平成

24
年度

土佐町議会議員　昭和 62年 5月10日～平成 15 年 3月3日（15 年 9月）

祝 近藤敏一氏 町村監査功労者表彰を受賞祝 近藤敏一氏 町村監査功労者表彰を受賞

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

長
崎
県
大
会

　

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
わ
れ

る
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
以
下
全

共
）
が
10
月
末
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
畜
産
に
力
を
入
れ
て
い
る
道

府
県
か
ら
、
約
５
０
０
頭
の
選
抜
さ
れ

た
和
牛
が
一
堂
に
集
結
し
、
雄
牛
・
雌

牛
の
改
良
の
成
果
を
競
い
合
う
「
種
牛

の
部
」
と
、
肉
質
を
競
い
合
う
「
肉
牛

の
部
」
が
あ
り
、
審
査
結
果
で
今
後
の

和
牛
ブ
ラ
ン
ド
が
大
き
く
左
右
さ
れ
、

各
道
府
県
の
力
の
入
り
よ
う
は
本
当
に

す
ご
い
も
の
で
す
。

　

高
知
県
代
表
と
し
て
、
土
佐
町
か
ら

は
「
種
牛
の
部
」
に
２
頭
、「
肉
牛
の
部
」

に
２
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。
特
に
「
種

牛
の
部
」
に
出
場
し
た
近
藤
さ
ん
、
伊

藤
さ
ん
は
、
８
月
２
日
に
行
わ
れ
た
高

知
県
代
表
牛
を
決
め
る
全
共
最
終
審
査

会
以
降
、
毎
日
の
調
教
や
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
、
削
蹄
等
、
熱
心
に
取
り
組
み
、

高
知
県
代
表
を
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

全
共
期
間
中
は
、
あ
か
う
し
の
P
R

も
行
い
、
他
県
の
出
品
者
や
来
場
者
に

も
大
変
人
気
で
し
た
。
常
陸
宮
ご
夫
妻

の
御
台
覧
に
際
し
、
あ
か
う
し
の
頭
を

な
で
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
写
真

は
農
業
新
聞
の
一
面
を
飾
り
ま
し
た
。

　

今
回
、全
共
で
得
た
経
験
や
課
題
を
、

５
年
後
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
共

に
つ
な
げ
れ
る
よ
う
、
関
係
者
一
同
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
以
下
生
産
者
代
表
コ
メ
ン
ト
）

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
出
場
し
、

全
国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
そ
し
て
取
組

み
方
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
高
知
県

の
土
佐
あ
か
う
し
は
頭
数
は
少
な
い
で

す
が
、
少
し
で
も
上
位
を
狙
え
る
牛
を

改
良
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。今
回
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

近
藤
義
孝
、
伊
藤
正
枝

【
種
牛
の
部
】

名
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５
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つ
み 

近
藤
義
孝
（
東
石
原
）

３
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１
５
３
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か
さ 
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正
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）

【
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名
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井
博
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10
月
27
日
（
土
）、
第
33
回
土
佐
町
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
東
京
女
子
医
科
大
学

の
大
塚
邦
明
教
授
を
講
師
に
招
き
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
土
佐
町
で
の
高
度
医
療
健
診
を
ふ
り
か

え
っ
て
」
と
題
し
、
９
年
目
を
迎
え
た
フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
の
集
大

成
と
し
て
今
ま
で
の
取
り
組
み
や
成
果
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

１
０
０
名
を
上
回
る
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
フ
ィ
ー
ル
ド

医
学
が
始
ま
っ
た
頃
の
懐
か
し
い
方
々
の
写
真
を
見
な
が
ら
現
在

ま
で
研
究
さ
れ
て
き
た
内
容
や
、「
健
や
か
な
眠
り
」
を
得
る
た

め
に
は
次
の
４
つ
の
点
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
で
し

た
。①
眠
る
環
境
を
整
え
る
②

決
ま
っ
た
時
刻
に
起
き
る
③
運

動
を
す
る
④
心
の
こ
も
っ
た
朝

食
を
と
る
。
土
佐
町
の
健
康
長

寿
に
つ
な
が
っ
て
い
く
秘
訣
が

つ
ま
っ
た
内
容
に
来
場
者
は
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
大
塚
先
生
の

　
　
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

健
康
劇
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
決
断
」を
実
施
し
ま
し
た

　

10
月
27
日
（
土
）
の
第
33
回
土
佐
町
社
会
福
祉
大
会
で
、
糖
尿
病
予
防
を
テ
ー
マ
に
「
高
知
県
在

宅
保
健
活
動
者
な
で
し
こ
の
会
」
に
よ
る
、
健
康
劇
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
決
断
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

な
で
し
こ
の
会
は
、高
知
県
国
保
連
合
会
に
事
務
局
を
お
き
、在
宅
で
活
動
す
る
保
健
師
等
の
団
体
で
、

生
活
習
慣
病
・
介
護
予
防
の
た
め
に
県
内
各
市
町
村
で
、
健
康
劇
や
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

40
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
糖
尿
病
と
言
わ
れ
る
時
代
で
あ
り
、
糖
尿
病
は
国
民
病
の
一
つ
で
す

が
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
糖
尿
病
に
お
け
る
H
b
A
1
c
の
持
つ
意
味
な
ど
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
健
康
劇
で
披
露
し
て
く
れ
ま
し
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
以
前
、
駐
在
保
健
師
と
し
て
、
土
佐
町
で
も
活
動
さ
れ
て
い
た
岩
崎
丸
さ
ん
や

と
ん
か
ら
り
ん
の
家
代
表　

澤
田
美
恵
子
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
技
に
み

な
さ
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
生
活
習
慣
病
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ
か
り
禁
煙
、

最
後
に
く
す
り
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
今
一
度
、
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

土
佐
町
社
会
福
祉
大
会

第
33
回
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フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
か
ら
の
報
告

フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
か
ら
の
報
告

今
回
は
フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
京

都
大
学
の
木
村
さ
ん
か
ら
健
康
長
寿
問
診
票
か
ら
見
え
て
き

た
「
孤
食
」
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

孤食を減らすための3つの提案
①家族が高齢者と一緒に
　食事をする心がけを
②友人や近所の人々と
　食事を楽しむ機会を
③地域で高齢者が一緒に
　食事をとれるコミュニティづくりを

①家族が高齢者と一緒に
　食事をする心がけを
②友人や近所の人々と
　食事を楽しむ機会を
③地域で高齢者が一緒に
　食事をとれるコミュニティづくりを

7

誰
と
一
緒
に
食
事
を
と
り
ま
す
か

　

家
族
や
友
人
と
共
に
食
卓
を
囲
む
景

は
、
思
い
浮
か
べ
た
だ
け
で
も
幸
せ
な
気

分
に
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ

は
食
事
が
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
栄
養

の
摂
取
と
い
う
意
義
以
上
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て

の
役
割
も
果
た
す
と
、
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
す
。

「
食
」
と
い
う
字
を
分
解
す
る
と
、「
人
」

が
「
良
」
く
な
る
、
と
読
め
ま
す
。
栄
養

素
だ
け
で
な
く
、
心
身
と
も
に
人
を
良
く

し
て
く
れ
る
の
が
、
本
来
の
「
食
事
」
の

役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
環
境

の
せ
い
で
、
毎
日
な
に
げ
な
く
淡
々
と
食

共
に
食
べ
る
こ
と
の健康

効
果

事
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
、
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
食
事
を
と
る

こ
と
の
健
康
効
果
を
、
栄
養
素
と
い
う
視

点
以
外
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

土
佐
町
健
診
か
ら
の
発
見

　

私
は
2
0
0
8
年
か
ら
土
佐
町
の
健

診
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
食
事
と
心
の
健
康
に
興
味
を
も
ち
、

2
0
1
0
年
か
ら
「
孤
食
」
に
着
目
し
た

調
査
を
「
ご
長
寿
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
っ

て
行
い
ま
し
た
。「
孤
食
」
と
は
、
ひ
と

り
で
食
事
を
食
べ
る
こ
と
。
こ
の
孤
食
は
、

核
家
族
の
増
加
や
両
親
の
共
稼
ぎ
な
ど
に

よ
り
「
一
人
で
食
事
を
と
る
子
供
の
問
題
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
孤

食
の
問
題
は
、
子
供
だ
け
で
な
く
高
齢
の

方
々
に
と
っ
て
も
重
要
と
考
え
た
の
で

す
。

　

そ
こ
で
、
土
佐
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
方
を
対
象
に
、「
孤
食
」
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
約
33
％

の
方
が
、「
一
人
で
食
事
を
と
る
」
と
答

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ

き
こ
と
に
、
家
族
と
同
居
し
て
い
る
方
で

も
約
20
％
は
一
人
で
食
事
を
し
て
い
る
と

い
う
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
一

人
暮
ら
し
の
方
が
増
え
て
い
る
と
い
う
原

因
の
み
な
ら
ず
、
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
て
も
、
家
族
と
時
間
が
合
わ
な
い
、

食
事
の
好
み
が
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
か

ら
、
一
人
で
食
事
を
し
て
い
る
方
が
多
い

よ
う
な
の
で
す
。

「
孤
食
」
と
い
う
健
康
問
題

　

一
人
で
食
事
を
と
る
「
孤
食
」
の
人
と
、

誰
か
と
一
緒
に
食
べ
て
い
る
人
の
健
康
度

を
比
べ
て
み
る
と
、
孤
食
の
高
齢
者
で
は
、

Q
O
L(

主
観
的
健
康
度
、
幸
福
度)

が

低
く
、
う
つ
傾
向
が
多
い
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
孤
食
が
実
際
に
、

心
の
健
康
度
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
、
デ
ー
タ
か
ら
は
っ
き
り

と
証
明
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
孤
食
の

高
齢
者
で
は
B
M
I
値
が
低
い(

平
均
以

上
の
や
せ
と
低
栄
養
で
あ
る)

と
い
う
関

連
も
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
単

に
独
居
で
あ
る
か
ど
う
か
よ
り
も
有
意
な

関
連
を
示
し
、
簡
単
に
言
う
と
、「
一
人

暮
ら
し
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
よ
り
も「
一

人
で
食
べ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
の
ほ
う

が
、
健
康
に
悪
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る

の
で
す
。
確
か
に
、
一
人
の
食
卓
で
は
、

い
ろ
い
ろ
と
揃
え
る
の
も
め
ん
ど
く
さ

い
、
食
欲
も
わ
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
は

実
感
と
し
て
も
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
、
と
い
う

方
で
も
、「
友
人
と
食
べ
て
い
る
」「
親
戚

と
食
べ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
で
は
、

Q
O
L
や
幸
福
度
も
高
く
、
や
せ
の
傾

向
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
間
と
は
「
共
食
」
を
す
る
動
物
で

あ
る
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
家

族
や
、
友
人
な
ど
、
気
の
合
う
仲
間
と

共
に
食
卓
を
囲
む
こ
と
が
、
人
と
し
て

の
根
源
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
単
純
な

こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
家
族
や
友
人
と

一
緒
に
食
事
を
と
る
こ
と
は
、
実
は
絶

大
な
効
果
が
あ
る
よ
う
に
私
は
思
う
の

で
す
。
ぜ
ひ
週
に
一
度
で
も
、
家
族
や

友
人
と
一
緒
に
に
ぎ
や
か
に
食
べ
る
機

会
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所　
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４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
ジ
フ

テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
の
３

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
加
え
た
も
の
で
す
。

■
接
種
対
象
年
齢

生
後
３
か
月
〜
90
か
月(

７
歳
６
カ
月)

に
至
る
ま
で

■
接
種
回
数
お
よ
び
間
隔

初
回
免
疫
：
20
日
〜
56
日
ま
で
の
間
隔
を

お
い
て
３
回

追
加
免
疫
：
初
回
接
種
終
了
後
６
カ
月
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
１
回

■
標
準
的
な
接
種
期
間

１
期
初
回
接
種
：
生
後
３
カ
月
か
ら
生
後

12
カ
月
に
達
す
る
ま
で

１
期
追
加
接
種
：
１
期
初
回
接
種
終
了
後

12
カ
月
か
ら
18
カ
月
に
達
す
る
ま
で

■
接
種
方
法

○
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
ど
ち
ら
も
接
種
し
て
い
な
い
人

原
則
と
し
て
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
合
計

４
回
）
を
接
種
す
る

○
次
の
い
ず
れ
か
の
ワ
ク
チ
ン
を
す
で
に

接
種
し
た
人

・
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
回

・
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
回

以
上

・
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
１
回
以
上

原
則
と
し
て
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
＋
単
独

の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン（
合
計
８
回
）

を
接
種
す
る

■
接
種
場
所

・
県
内
委
託
医
療
機
関
（
土
佐
町
内
で
は

早
明
浦
病
院
と
田
井
医
院
で
接
種
可
）

※

医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
を
し
て
、
母

子
手
帳
と
予
防
接
種
予
診
票
（
紫
色
）、

保
険
証
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
受
診
前
に
は
「
予
防
接
種
と
こ
ど

も
の
健
康
」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

10
月
23
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
小
児
医
療
講
演
会

「
子
ど
も
の
病
気
や
事
故
」
〜
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
早
明
浦
病
院
小
児
科
古
賀
眞
紀
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
子
ど
も
の
具
合

が
急
に
悪
く
な
っ
た
時
の
受
診
の
仕
方
や
事
故
の
防
止
、
予
防
接
種
の
受
け
方
な
ど

に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
な
ど
約
４
０
名
の
参
加
が
あ

り
、
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
周
り
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
、
予
防
接
種
は
大

切
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。」
や
「
子
ど
も
の
転
倒
に
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
。」

と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

小
児
医
療

講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

小
児
医
療

講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

高知県
小児救急医

療

啓発事業

４
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た

子 供 の 事 故 予 防
●
暖
房
器
具

●
車
中

●
浴
槽
・
洗
濯
機

●
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

（
お
問
い
合
わ
せ
）

土
佐
町
役
場　

健
康
福
祉
課　

健
康
係　

T
E
L
8
2-

0
4
4
2

吹
き
出
し
口
に
長

時
間
接
近
す
る
と

や
け
ど
す
る
。

数
分
で
も
１
人
で

置
い
て
い
か
な
い
。

（
夏
場
の
高
温
、
誘

拐
の
危
険
）

５
cm
く
ら
い
の
水

位
で
も
溺
れ
る
の

で
、
水
は
た
め
な

い
。

柵
を
し
な
い
と
、

寝
返
り
で
き
な
く

て
も
動
い
て
落
ち

る
。

高知県ＨＰこうちプレマ net より引用
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